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新体制がスタートしました
～この度、議員改選により、新たな議会構成となりました。今後ともよろしくお願いいたします。～

2026 No.784 発行／宮崎県美郷町議会
編集／議会広報広聴特別委員会 広報部会

〒883-1101　東臼杵郡美郷町西郷田代１
TEL(0982)66-3607　FAX(0982)66-3137

MISATO  Town  Assembly

美郷町議会だより



議長就任の挨拶

　本年２月、議長に就任いたしました。
　議会の代表という職責を担い身の引き締まる思いです。町長が新しく就任する
これからの４年間、議会の存在意義が問われます。議員は、先例や慣行にとらわ
れず、内外の知恵や情報を積極的に取り込んで、失敗を恐れず新たな挑戦に臨
む必要があります。町政の発展及び町民の福祉の向上を図るとともに、より開かれた議会を目指し先頭
に立って働いて参ります。
　皆様のご支援、ご協力を宜しくお願い申し上げます。

　２月１日に執行された美郷町議会議員選挙にて選ばれた新議員による初議会（第２回臨時会）が２月１６日
に開かれました。
　初議会では、正副議長をはじめ議会の構成を決定した他、町長提出議案「監査委員の選任について」を
審議し、可決しました。

美郷町議会議長 山本　文男

令和８年 新しい議会構成が決まりました令和８年 新しい議会構成が決まりました令和８年 新しい議会構成が決まりました

議 長　山本　文男

副議長　早川　節夫

常 任 委 員 会

川村　義幸

遠山　秀樹

日髙　隆一

若杉　伸児

川村　嘉彦

山本　文男

◎

○

総務厚生常任委員会(6人)
那須　富重

兒玉　鋼士

小野　和久

田原　謙二

早川　節夫

◎

○

文教産業常任委員会(5人)
川村　義幸

那須　富重

遠山　秀樹

兒玉　鋼士

早川　節夫

◎

○

議会運営委員会

若杉　伸児

議会選出監査委員

川村　義幸

遠山　秀樹

入郷地区衛生組合議会議員

那須　富重

兒玉　鋼士

宮崎県北部広域行政事務組合議会議員

山本　文男

川村　義幸

日向東臼杵広域連合議会議員

局長　川村　博昭

書記　川西ゆきみ

議会事務局（※）

※事務局は令和8年4月1日現在

（令和８年２月１６日構成）

◎委員長　○副委員長

広報部会員

広聴部会員

★

△

若杉　伸児

遠山　秀樹

小野　和久

日髙　隆一

田原　謙二

早川　節夫

兒玉　鋼士

川村　義幸

川村　嘉彦

那須　富重

◎

○

議会改革等調査特別委員会
那須　富重

兒玉　鋼士

小野　和久

日髙　隆一

田原　謙二

遠山　秀樹

若杉　伸児

早川　節夫

川村　義幸

川村　嘉彦

◎

○

国道388号整備促進特別委員会
川村　義幸

那須　富重

小野　和久

日髙　隆一

兒玉　鋼士

遠山　秀樹

早川　節夫

田原　謙二

若杉　伸児

川村　嘉彦

◎★

　★

　★

　★

　★

○△

　△

　△

　△

　△

議会広報広聴特別委員会

22 美郷町議会だより



２月１日の選挙後、２月１２日に就任いたしました。
どうぞよろしくお願い申し上げます。美郷町議会　議員の紹介

①小野　和久議員（西郷田代） ②日髙　隆一議員（北郷宇納間）

③田原　謙二議員（南郷神門）

⑤若杉　伸児議員（南郷上渡川）

⑦川村　義幸議員（西郷田代）

⑨那須　富重議員（南郷神門） ⑩早川　節夫議員（北郷入下）
　副議長

⑧川村　嘉彦議員（西郷田代）

⑥兒玉　鋼士議員（南郷水清谷）

④遠山　秀樹議員（西郷田代）

　この度多くの皆様からのご
支援をいただき、初当選を果
たすことができました。 
　身に余る光栄とともに責任
の重さを痛感しております。初
心を忘れることなく、常に町
民の皆様の目線に立って美郷
町の発展の為に活動してまい
ります。

　初当選いたしました。私は
「即実行！」を掲げ、町民と行政
の橋渡しを実行し、住みよい
安心・安全な町づくりに貢献す
るため努力いたします。
　今後ともよろしくお願いい
たします。

　高齢者が安心して暮らせる
町・高齢者に優しい町づくり
実現のため頑張ってまいりま
す。もちろん、農林畜産物の生
産量を確保・維持することも
大事なことです。今後ともご指
導、ご鞭撻の程よろしくお願い
いたします。

　２期目の議員活動がスター
トしました。初心を忘れず、常
に住民目線で町の課題に取り
組みます。
　また、美郷町が誕生して20
周年。町民の様々な声を反映
できる「進化する議会」を目指
します。

　新しい4年間が始まりまし
た。２期８年の経験を活かし、
今以上に町民の皆さんの声を
行政に届け、美郷町の自然を
守り、大事な子供達や伝統を
守り、住み良い美郷町創りに
協力していきたいと思います。 

　改めまして再選いただきま
して４期目の議員となりまし
た。新しい視野に立ち、これま
で培ってきた議員としての経
験を充分に活かし、より効果的
に皆様の要望に応えていかな
ければと考えております。どう
ぞ、よろしくお願いいたします。

　今回２期目となります。４年間
で学んだ事を生かし、これからの
議員活動、町のいろいろな課題に
取組みながら、若者が住みたい、
戻りたい環境づくりに努め「地域
が」「美郷町が」少しでも活気ある
町になるよう頑張ります。４年間
よろしくお願いいたします。

　２期目が過ぎ、皆さんのお役
に立つことができているのか、
反省ばかりの８年間でした。
　今後も皆さんのお役に立て
るように頑張りたいと思って
おります。ご指導、ご協力そし
て叱咤激励の程よろしくお願
いいたします。

　この度、皆様の温かいご支
援により、2期目の議員活動の
機会を与えて頂きました。これ
からも初心不改の心がけを忘
れずに微力ではありますが、
邁進してまいります。今後とも
ご支援、ご指導を賜りますよう
よろしくお願いいたします。

　新人議員として、町民の皆
様の声に真摯に耳を傾け、地
域の課題と向き合いながら取
り組んでまいります。現場の声
を大切にし、町民の思いを行
政に届ける「代弁者」となれ
るよう、「人口減少対策」を第
一に努力してまいりたいと思
います。 

（※数字は議席番号）
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　　　　��現在、農業の繁忙期の作業は７０歳以上
が大半を占めており、高齢者の労働で
維持されているのが現状である。５年
後、１０年後はどうなるのか、今対策を
しなければ農地の保全もできない。儲
かる農業には規模拡大も必要である
が、人手不足からできない。スマート農
業を行うにも人材が必要である。対策
として、公共施設管理作業やシルバー人
材センターも含めた町独自の総合的な
労働力支援の派遣組織設立を検討でき
ないか。

　　　　�本町の労働不足は、深刻な問題である。
労働力を提供できる仕組みづくりは、他の
市町村の事例を参考にして、効果的で実
現可能な取り組みを進める。

　　　　��美郷町は、第一次産業が基幹産業であ
ると考えるが、町の農林業に対する町
長の想いを伺う。

　　　　�「農は國の本（もと）なり」という言葉のとお
　　　　�り、本町においても、農林業は地域が成り

立つ基礎と考えている。

　　　　��町の農林業を発展させるための具体的
対策を伺う。

　　　　�選ばれる農林業、魅力的な農林業を実現
するために本町でできる事は何か、どのよ
うに進められるか、外部有識者と対話を
重ねながら一歩ずつ着実に取り組む。

　　　　��町の担い手確保の具体的な対策を伺
う。

　　　　�担い手確保は、地域の産業振興及び地
域活性化を推進する上で、最重要課題で
ある。総合的に取り組んでいく。

　　　　��町では、町内の事業者に人手不足のア
ンケート調査を行っていると聞いてい
る。その結果について伺う。

　　　　�５２３事業者に令和７年６月に実施し、
　　　　�２０２件の回答があった。６割以上が何ら

かの働き手不足と回答している。

兒
こ だ ま

玉　鋼
ご う し

士  議員

町政を問う町政を問う町政を問う 一般質問
　令和８年第１回定例会の一般質問は、３月９日、１０日の２日間の日程で行われ7名
の議員が一般質問を行いました。主な質問と答弁の内容は次のとおり
です。
　また、本会議でのやりとり（会議録）がホームページで閲覧でき、一般
質問もすべて見ることができます。ぜひご覧下さい。
（議会終了後、会議録の調製等に３月程度かかりますので、あらかじめご了承下さい。）

兒 玉

兒 玉

兒 玉

兒 玉

兒 玉

町 長

町 長

町 長

町 長

町 長

議会を見にこんね！
どなたでも傍聴できます。お気軽に議場へお越しください！
※体調不良の方は傍聴をご遠慮願います。また、手指の消毒をお願いしております。

次回定例会は、
6月8日㈪
開会予定です。

第１回定例会
の傍聴者数

28人

町の農林業振興について

町の担い手、労働力の確保について
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水道利用者の料金や一般財源の負担と
なる。公平性の観点から慎重であるべき。

　　　　��工事費負担区部変更の周知期間が短い
ようにも思えるが。

　　　　�１年以上の周知期間を設けた場合、駆込
み申請による負担の偏在が生じ、公平性
が損なわれる可能性がある。

　　　　��町管轄の河川の※浚
しゅんせつ

渫・河道掘削の実
績を伺う。

　　　　�本町が管理する普通河川である南郷地
区の渡場瀬川、西郷地区の増谷川・山瀬
川の堆積土砂除去について、災害申請を
行い実施した。

　　　　��道路路側帯の崩壊や陥没、農業用水路
の取水口に砂利等が堆積し、人力での
除去を余儀なくされている。計画的な河
川の浚渫等はできないのか。

　　　　�通常の土砂などの浚渫等は行っていな
い。農業用水路等の土砂搬出は、地元要
望により重機借上料の5％の負担金を徴
収しながら補助を行っている。

　　　　��国道388号線の道路路側帯や河川への取
付道等の崩壊、陥没の復旧はできないのか。

　　　　�県へ早期復旧を進めていただくよう働き
かけたい。

川
かわむら

村　嘉
よしひこ

彦  議員

小
お の

野　和
かずひさ

久  議員

町管轄の河川管理について

西郷下区中尾線の町道復旧工
事の見通しについて

簡易水道・農業集落排水の本管から宅地内量
水器までの配管新設工事費用の申請者全額負
担への改正について
　　　　��令和8年4月1日より水道や農集排の本

管から宅内量水器までの配管新設工事
費用を申請者全額負担と改正される。
その背景として独立採算制が原則であ
り、受益者負担が基本との説明である。
この根拠を伺う。

　　　　�令和6年4月より公営企業会計に移行し、
独立採算性が原則、料金収入をもって経
営する事が基本であり、県内でも一般的
である。受益者負担とする事が公平性の
観点からも適当であり、本条例改正の制
度的根拠である。

　　　　��費用負担を全額負担ではなく、負担軽
減はできないのか。

　　　　�一定割合を公費で負担する場合、差額が

　　　　��令和４年に町道中尾線が崩落して4年
経つが、復旧工事の見通しや完成の見
通しはいつ頃か伺う。

　　　　�株式会社吉田建設産業と契約している
が、土地が軟弱なため国と協議している。
令和８年５月頃に再度入札を行う予定。
全面開通までには時間がかかると思う。

　　　　��上区島戸から野々尾間の町道復旧工事
の見通しについて伺う。

　　　　�現在、上区島戸側は株式会社三郎建設
と契約し工事をしている。令和８年５月末
までに完成する予定。完成後に、その先の
２工区に取り掛かる予定で、令和９年度中
に完成予定。

　　　　��西郷上区、下区両地区の人達の生活道
であり、不便なので早期の完成を期待
している。よろしくお願いしたい。

西郷上区島戸から野々尾間の町
道復旧工事の見通しについて

災害発生時の町道小八重・中尾線

※浚渫（しゅんせつ）…河川などに堆積した土砂などを取り除く土
木工事のこと。

小 野

川 村

川 村

小 野

小 野

川 村

小 野

小 野

小 野

町 長

町 長

町 長

建設課長

建設課長

町 長

町 長

町 長
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田
た ば る

原　謙
け ん じ

二  議員

若
わかすぎ

杉　伸
し ん じ

児  議員

　　　　��町では人口減少が続く中、存続の危ぶま
れる地区もある。高齢者比率は、県下で
最も高い状況である。高齢者が安心して
暮らせる町づくり実現のために、まずは
この状況をどう受け止めておられるの
か。そして今後の対策について伺う。

　　　　�高齢者対策は非常に重要な課題であり、
高齢者が安心して生活できる社会を実現
するためには、様々な施策を講じる必要が
ある。在宅で生活できる支援については、
社協や関係団体と共に取り組んでいる。
また、通院や買い物弱者への移動支援と
して、バス・タクシー等交付事業、通院費
助成事業を行っている。さらに、総合戦略
の中でもワーキンググループを組織して、研
究・協議を行っている。高齢者対策は、多
岐に渡る施策が必要であるが、今後も高
齢者が安心して暮らせる社会の実現に向
けて全力で取り組んでいく所存である。

　　　　��バス・タクシー等交付事業、高齢者通院費
助成事業について、これらの事業は利用
者に十分浸透し、理解されているのか。

　　　　��町長独自の理念「Mターン」の概要を伺う。
　　　　�「みんなで」「みさとに」「もどってきてね」の
　　　　�頭文字をとったもので、子育て世代の移

住促進政策である。
　　　　��「Mターン」政策を実践するにあたって
　　　　の具体的な取組みや予算措置を伺う。
　　　　�「寛容」と「対話」の考え方を基本として、
　　　　地域課題解決に取組む。

　　　　��町には２００近い補助金がある。町長自
身の廃止や新設、規模拡大・縮小の判断
基準を伺う。

　　　　�補助金は美郷町総合計画に沿っている
事が大前提である。必要性については目
標達成への検証、効果の検証を見極め
つつ「継続」「廃止」「統合」「縮小」「拡大」
の方向性を判断する。

　　　　��「ちくせん」事業の様な軸となる事業構
　　　　想を伺う。
　　　　「ちくせん」事業は現在も継続して展開し
　　　　�ており、「Mターン」政策とともに人口減少

対策の最大の解決策として取組む。

　　　　��南郷地区の上渡川簡易郵便局横広場の
町有地は公園化の計画があったが進展
が無い。その経緯と理由を伺う。

　　　　��中山間地域総合整備事業として令和３年
度より、町内３３地区を５ケ年計画で実施
して来た。渡川地区の農村公園計画もそ
の一つである。しかし令和4年台風１４号
や令和５年・令和６年の相次ぐ台風災害
が発生した事により進捗が遅れている。

　　　　��今後の見通しは。
　　　　�令和７年度を完成としていたので、当初の

計画からは遅延している。早期に実現でき
るよう県と協議し、地元と調整を行う。

　　　　�高齢者通院費助成事業については、十分
に周知されていない部分がある。今後、広
報誌等により周知を図っていく。

　　　　��高齢者対策・高齢者支援に対する町長
の意気込みを伺う。

　　　　�高齢者比率が高いということは、知恵と
経験に溢れた町であると言える。攻めと守
りをバランスよく考え、これまで地域を支え
てくださった方々が100歳でも元気に暮ら
せる町づくり、美郷に暮らして良かったと
思える地域を創っていきたい。

田 原

田 原

田 原

町 長

健康福祉
課長

町 長

町 長

町 長

町 長

町 長

町 長

町 長

若 杉

若 杉

若 杉

高齢者対策について

過疎・少子化対策について 南郷渡川地区における公園化事業について

独自の予算・事業編成について

若 杉

若 杉

若 杉
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遠
とおやま

山　秀
ひ で き

樹  議員

山
やまもと

本　文
ふ み お

男  議員

　　　　��本町の移住・定住対策として実施されて
いる「ちくせん」事業について事業費の
内訳を伺う。

　　　　�事業は令和４年度から始まり、令和７年度
で４年目になる。今年度分は予算ベースと
なるが、４年間の総事業費は21,213万
円、国の補助金額9,750万円、町負担額
は9,913万円、事業費の内、コンサルタント
事業者の費用5,356万円である。

　　　　��「ちくせん」事業はＵＩＪターンの基本にな
　　　　�るものだと思うが、今年最終年度まで３

年間で美郷町に移住した人数又は家族
の数を伺う。

　　　　�４年間の移住実績は５８世帯１００人。そ
の内Ｕターン１２世帯２６人、Ｉターン４６世
帯７４人。その内、ちくせんを通じて移住さ
れた方は１７世帯２６人、その内Ｕターン３
世帯８人、Ｉターン１４世帯１８人である。

　　　　��本事業がＵＩＪターン促進の基盤となる施
策であるとの認識のもと、4年間で本町へ
移住した人数や世帯数、事業の目標値と
達成度について、町長の考えを伺いたい。

　　　　�直近の３月１日現在の人口で、現住人口は
4,040人、住民基本台帳人口は4,376人。住
民基本台帳人口を基にした65歳以上の人
数は2,351人で 53.7％の比率となっている。

　　　　��山林の固定資産の課税方法が、実測課税
と台帳課税の二面性で課税されており
不平等税制が続いている。令和７年度に
地籍調査は終了したが、共有物件の戸籍
抽出調査期間と納税義務者への周知期
間を合わせて、現体制では業務終了まで
11年を要するとの説明だ。担当職員を増
員し最短で実測課税を開始し、合併以降
の不平等課税を解消すべきと考えるが。

　　　　�執行体制を見直し業務の分業化を進め
るなど体制強化、効率化を図る。具体的な
完了期間については断定できないが、可
能な限り早期に実測課税へ移行できるよ
う取り組んでいく。

　　　　公約の中の買い物支援についての考えは。
　　　　�令和８年度に「移動販売支援員」として、

地域おこし協力隊員を受入団体委託型
で委嘱する予定である。北郷の「北の郷」
を拠点に新たな移動販売の企画運営を
行なっていく。

　　　　�高齢化や集落戸数の減少により維持
管理が困難となる水道施設に対する考
えは。

　　　　�利用者と対話をしながら持続可能なあり
方で対処していく。

　　　　�請願があった西郷下区大久保地区の水
道施設整備の方向性は定まったのか。

　　　　�県の補助事業については、令和８年度に要
望する計画で進んでいる。町単補助事業に
ついては地区と協議を持ちつつ進めていく。

　　　　�渇水により軽トラックで水を運んでいる
集落がある。給水車を導入する考えは。

　　　　�導入に向けて具体的な検討を進めている。

　　　　�また、64歳以下2,025人で46.3％である。
高校生以下の人数については、０歳から
18歳までの人数で454人、比率10.4％で
ある。

　　　　�その上で、私が考える人口減少対策として
は、

　　　　�・「Мターン政策」など美郷町が優位性を
持てる移住促進

　　　　�・人口減少社会を前提とした、持続可能
な社会づくり、地域づくり

　　　　�・人材を奪い合うのではなく人材をシェア
する「関係人口づくり」などを考えている。

　　　　�今後、事業の成果と課題を十分に検証
した上で、限られた財源を真に効果の
ある施策へつなげていく必要があると
考え、町長には明確な目標と強い決意
を持って人口対策に取り組んでいただ
くことをお願いしたい。

遠 山

遠 山

遠 山

遠 山

町 長
政策推進

室長

政策推進
室長

町 長

町 長

町 長

町 長

町 長

町 長

山 本

山 本

山 本

山 本

「ちくせん」事業の進捗と今後の展開について

地籍調査終了後の実測課税までの業務について

選挙公約（買い物支援）について

生活用水の確保について
山 本
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令和８年度
　一般会計予算　総額８４億１，７９０万円
　前年度比19億506万円（18.5％）減

　令和８年３月議会は、３月６日から３月２４日ま
での１９日間開催され、令和８年度当初予算をはじ
め、令和７年度補正予算、条例改正等４０件の議案
が提出され、いずれも原案のとおり可決しました。

　令和８年度当初予算は「令和８年度予算等審査特別委員会」が設置され、議長を除く１０名の委員に
よって審議されました。

第１回
定例会

補正予算当初予算 その他

７件

条　例

６件８件 19件

特別会計・公営企業会計

可
決

委員会内で、注目された内容を抜粋して掲載しています。

国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 特 別 会 計

国民健康保険診療所事業特別会計

国 民 健 康 保 険 病 院 事 業 会 計

簡 易 水 道 事 業 会 計

農 業 集 落 排 水 事 業 会 計

７億７，１３５万円

１０億　　２８１万円

２億１，９９６万円

２億１，０３５万円

８億９，２５０万円

２億６，４３３万円

２億２，１７６万円

△14.3％

1.1%

2.6%

3.5%

9.3%

△11.0％

27.2%

会　計　別 前年度予算対比令和８年度予算額（※万円未満切り上げ）

北郷地区教職員住宅新築工事
２棟　　　　　　   ６，７２２万円
　教職員の定住促進や生活環境の改善を図り、地
域の教育環境の向上、優れた人材確保につなが
ります。
　また、定住していただくことにより、地域活性化
に寄与し、地域の課題などに対する理解を深めら
れます。

　北郷地区教職員住宅　２棟
　黒木教職員住宅　　　１棟
　辰の元教職員住宅　　１棟

・教職員住宅解体工事  　　　　4,303,000円
・教職員住宅新築工事管理費  　1,705,000円
・教職員住宅新築工事費　　　61,215,000円
　面積：133㎡（66.32㎡×2棟）

特別職の職員で非常勤のものの
報酬及び費用弁償に関する条例
の一部を改正する条例
新たに「学校運営協議会委員」と「部活動指導員」
が追記されました。

〇学校運営協議会委員　
　　　　　　　日額　6,200円

〇部活動指導員　
　１時間あたりの額　 1,600円
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令和８年度予算等審査特別委員会

　３月２３日に予算等審査特別委員会で現地調査を行いました。現地で担当者から説明を伺いました。

北郷地区　教職員住宅の現在の様子（令和8年度に２戸解体されて、新しく建築されます。）

神門中公民館　屋根修繕予定 南郷運動広場駐車場　排水改修工事予定

※付記事項とは…審査結果の審査事項に対して要望等を付け加えるものです。

令和８年度予算等に対する付記事項

①　医療体制は、今後も１病院２診療所を堅持すること。

②　就農を目指す地域おこし協力隊については、任期中の研修のほか就農も同時に目指し、任期終了

　　後に直ちに自営就農ができるように促すこと。

③　バス・タクシー利用券は、物価高騰に見合った金額に増額すること。

④　高校生スクールバスの廃止については、保護者に丁寧な説明を行うこと。

⑤　育英奨学金貸与を受けた者が、美郷町内に帰住した場合の返還免除は、全ての者を対象にすること。

　　　⇒　育英奨学金の免除規定の見直しを行い、美郷町に帰住したら
　　　　　返還免除になるように改正された。（令和8年3月31日確認）

⑥　南郷運動広場の野球場は、マウンドの整備、また怪我防止のためのブルペンの整備や内野と外野

　　の段差解消を行うこと。

ポイント
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について人 事 案 件第１回定例会

人権擁護委員に適任
代表監査委員に同意　廣瀬　雄二 氏

　美郷町では４名が人権擁護委員として任命されており、今回１名の退任に
伴って廣瀬氏が推薦され、「適任」として答申しました。
　また、代表監査委員の退任に伴い廣瀬氏が選任され、議会として同意しまし
た。廣瀬氏には、人権擁護委員と代表監査委員を兼務していただくことになり
ました。

　１月１９日に第１回臨時会を開催しました。
　今回の補正は、国の補正予算による物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金事業、子育て応援手当支
給事業に伴う予算が主なものでした。加えて、路線バス維持事業の確定や西郷和田地区の嵩上げ事業に伴
うケーブルテレビ施設の移転工事費などの緊急的に対応する予算を可決しました。

副町長に同意　田常　浩二 氏

　副町長である藤本氏の任期が令和８年3月31日をもって満了となるため田
常氏が選任され、議会として同意しました。任期は、令和12年３月31日までで
す。

令和７年度一般会計補正予算（第６号）
　　　　　　　　８，９３２万円を増額補正

第１回
臨時会

可
決

※議案一覧・議決結果はＱＲコードで簡単にご覧になれます。

物価高騰対策 和田地区嵩上げに伴う工事

物価高対応子育て応援手当支給事業
　　　　　　　　　10,914,000円

土地利用一体型水防災事業に伴う
光ケーブル移設工事　8,500,000円

　物価高の影響が長期化し、その影響が様々な
人々に及ぶ中、特にその影響を強く受けている
子育て世代を力強く支援し、子供たちの健やか
な成長を応援する観点から支給します。
・支給対象者
　児童手当支給対象児童を養育する父母等
・給付額
　こども一人当たり　一律２万円

　日向土木事務所が和田地区嵩上げに伴う工
事に対して町の光ケーブルの移設工事を行い
ます。
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『令和８年度議会活動計画』

総務厚生常任委員会

　各常任委員会、特別委員会の令和８年度委員会活動を計画しました。

　調査対象となる課
　　・総務課・税務課・町民生活課
　　・健康福祉課・地域包括医療局・会計課
　　・選挙管理委員会・監査及びその他の委員
　　　会に属しない事項の事務

文教産業常任委員会

　調査対象となる課
　　・農林振興課・建設課・企画情報課
　　・政策推進室・教育委員会及び農業委員会
　　　に関する事務

議会広報広聴特別委員会

　　・議会広報「議会だより」の作成
　　・町民との意見交換会の企画や開催
　　・その他広報広聴に関する調査や研究

●広報部会
　定例会後、年４回「議会だより」を作成する。

●広聴部会
　・株式会社Aコープとの意見交換会を開催。
　　※町内Aコープの現状について。
　・町民との意見交換会を開催。
　　※会場は各地区持ち回りで実施。
　・農業委員との意見交換会を計画。
　　※耕作放棄地の問題等。

議会改革等調査特別委員会

調査・活動内容 担当課 調査・活動内容 担当課

社協の保育所業務（園児数、体制） 町民生活課
社協

県土整備部・日向土木事務所
要望活動（国道388号整備促進）

宮崎県へ要望

中央省庁の要望活動
（国道388号整備、鳥獣害など）

各省庁へ要望

牛堆肥の処理現状等 農林振興課

保安林化の進捗状況、保安林の
作業制限

農林振興課

義務教育学校の現状（複式化）
と５年後見通し

教育委員会

社協のシルバーワークセンター
の現状

町民生活課
社協

実測課税の進捗状況 税務課

医師確保の要望
(道路整備の要望と同時に行う) 地域包括医療局

　　・議会改革等に関する調査、研究
　　・議会中継や議員定数など協議する

「議員定数の削減に関する要望書の取り扱いと
今後の取り組みについて」
　議員は議会活動を通して、議員定数のあり方、
議会の役割・委員会機能などを本格議論する。
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100歳の誕生日を家族と迎える

神楽を舞う松田さん（当時７４歳）

な
っ
て
い
る
の
で
は
と
想
像
し
ま
す
。

　「
酒
は
百
薬
の
長
」と
言
わ
れ
ま
す
が
、

若
い
頃
か
ら
ア
ル
コ
ー
ル
は
全
く
飲
ま
な

い
そ
う
で
す
。

　
10
代
の
頃
か
ら「
渡
川
神
楽
」の
舞
手

と
し
て
活
躍
し
、引
退
後
は
指
導
者
と
し

て
70
年
以
上
伝
統
芸
能
継
承
に
貢
献
し

て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
ご
自
愛
い
た
だ
き
、「
美

郷
町
最
長
寿
」を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
。

（
取
材
　
若
杉
　
伸
児
）

『 生涯現役 』
南郷上渡川地区  松

ま つ だ

田吉
き ち じ ゅ う ろ う

十郎 さん

第 2 8 回

美郷町の元気びと

美郷町の
元気びと募集！

美郷町議会だよりでは、美郷町で

活動している元気な人「元気びと」

を募集しています。ぜひ、ご一報い

ただければ取材に伺います。自薦

他薦は問いません。ご応募お待ち

しております!!

議会事務局
TEL（0982）66-3607

　
新
年
度
が
始
ま
り
美
郷
町
も
新
し
い

体
制
の
元
に
新
た
な
船
出
と
な
り
ま
し

た
。

こ
の
先
大
波
、小
波
多
々
有
る
と
思
い
ま

す
。 

　
し
か
し
、そ
こ
は「
二
元
代
表
制
」を

活
か
し
て
執
行
部
、議
会
と
共
に
議
論

を
重
ね
夢
の
有
る
美
郷
町
を
目
指
し
て

行
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

　
新
し
い
町
長
、新
し
い
執
行
部
に
期
待

を
し
て
編
集
後
記
と
し
ま
す
。 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
村
　
義
幸

（
編
集
）

　
美
郷
町
議
会

　
広
報
広
聴
特
別
委
員
会

　
広
報
部
会   部

会
長
…
…
川
村
　
義
幸

委
　
員
…
…
那
須
　
富
重

　
　
　
　
　
　
　
　
兒
玉
　
鋼
士

日
髙
　
隆
一

小
野
　
和
久

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
　
山
本
　
文
男

※この議会だよりは１部 39.4円でできています。

大正15年生まれの松田吉十郎さん

　
今
年
３
月
15
日
で
満
１
０
０
歳
を
迎

え
た
南
郷
上
渡
川
地
区
に
住
む
松
田
吉

十
郎
さ
ん
。

　
現
在
も
日
課
の
散
歩
や
趣
味
の
竹
ボ

ウ
キ
作
り
と
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
そ
の
も
の
で

す
。

　「
大
正
・
昭
和
・
平
成
・
令
和
」の
時
代

を
生
き
抜
き
、19
歳
の
時
に
軍
隊
に
招
集

さ
れ
鹿
児
島
で
終
戦
を
迎
え
た
と
い
う
。

今
と
な
っ
て
は
数
少
な
い
戦
争
体
験
者
の

一
人
で
も
あ
り
ま
す
。

　
好
き
な
食
べ
物
を
聞
い
て
み
る
と
、「
出

さ
れ
た
物
は
何
で
も
食
べ
る
！
」と
笑
い

な
が
ら
話
し
ま
す
。

　
長
生
き
の
秘
訣
を
聞
い
て
も「
分
か
ら

ん
！
」と
照
れ
く
さ
そ
う
で
す
が
、若
い
頃

か
ら
造
林
作
業
に
も
従
事
し
て
き
た
そ

う
で
す
。

　
き
っ
と
若
い
頃
の
労
働
が
ル
ー
ツ
に

12 美郷町議会だより


